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記事の様子

伝え手が指定した点で

投票が行われている。



Oops Hub 〜共有〜



Oops Hub の説明



伝え手のフォーマット

Where：原因となったプラットフォーム、SNS。 ex) TikTok、Facebook、X(旧Twitter)

Result：現在の自分がどうなってしまったのか。 ex) 生活リズムが崩れた、詐欺にあった、トイレットペ

ーパーを買い貯めた

Whereがタグとなり、Resultの欄に記載された体験談がタイトルとなる。



伝え手のフォーマット
Turning Point：この時ああすればよかったという後悔がある時点。

ex) 寝るべきなのに夜遅くまでTikTokを見ていた時。

伝え手は、自分の文章のどこかで Turning Point だと思うところを
指定してそれについての改善点を書く。

ex) 夜遅くまでTikTokを見ずに早く寝る習慣を保つべきだった。



読み手のできること

・投票する

・Turning Pointとその改善点を追加する

・目から鱗ボタン・経験アリボタンを押す



読み手のできること
①投票する

読み手は、伝え手のTuring Pointについての改善点に投票できる。

ex) 夜遅くまでTikTokを見ずに早く寝る習慣を保つべきだった。

Yes（81％）／No（19％）



読み手のできること
②Turning Pointとその改善点を追加する
読み手は、伝え手の文章の別の箇所で Turning Pointだと思うところとその改善点を追加できる。

ex)「寝るべきなのに夜遅くまでTikTokを見ていた時」「夜遅くまでTikTokを見ずに早く寝る習慣を保つべき

だった」という元々の Turning Point と改善点に加えて、「スクリーンタイムの機能を活用しなかった」

「スクリーンタイムの機能を活用するべきだった」等の他の Turning Point と改善点を追加することができ

る。



読み手のできること
③目から鱗ボタン・経験アリボタンを押す

目から鱗ボタン：今まで経験したことがないけれど参考になった Turning Point  の改善策に対して押す。



読み手のできること
③目から鱗ボタン・経験アリボタンを押す

経験アリボタン：自分も経験したことのあるトラブルの記事に対して押す。



読み手のできること
③目から鱗ボタン・経験アリボタンを押す

目から鱗ボタンの総数が多いものは有効な解決策を提示しているものであり、新しい視座を提供するだろう。

経験アリボタンの総数が多いものは、トラブルに巻き込まれた人が多いものであることを示す。



期待される効果

・議論に参加するハードルを下げる。（プラットフォームは匿名である。）

→個々人が情報空間で得た体験を共有しやすい。

・伝え手と読み手は、自身の行動を振り返る機会を得られ、双方の行動を通じて新しい予防策を見つけられ

る可能性がある。

・特に読み手は、自分にも起こる可能性のあるトラブルを知っておくことで、もしもの場合の対応を考える

ことができる。


